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列例より見た農地調整法第九僚

列
例
よ
り
見
た
農
地
調
整
法
第
九
篠

約締同局伺付

五

十

嵐

清

は
じ
め
に

立
法
ダ
変
遷

第
一
次
改
正
後
の
誇
問
題
(
解
除
|
|
承
認
の
な
い
土
地
取
上
の
私
法
的
効
育
む

第
二
次
改
正
後
の
諸
問
題
(
合
意
解
約
)

第
三
次
改
正
後
の
諸
問
題
(
一
時
賃
貸
借
l
l解
除
条
件
不
確
定
期
限
)

正
当
事
由
判
定
の
基
準
に
つ
い
て

け

は

じ

め

に

昭
和
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
農
地
調
整
法
は
、
そ
の
第
九
僚
に
お
い
て
正

蛍
事
由
の
な
い
解
約
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
作
権
保
護
に

E
歩
を

れ路
二み
じ明
詰足
農
そ
地し
Eきて

δ警
篠宮

t語
て r山

田改

重警
的噌」
w さ
与 U、
g し

で想
7111 

套長
官正
強
こ化
のさ

農
調
法
九
僚
の
礎
遷
の
跡
を
、
判
例
と
の
関
係
で
示
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
ま
ず
ぶ
つ
か
る
興
味
深
い
現
象
は
、
験
後
の
念
激
な
小
作
種
保

護
の
要
求
に
答
え
た
の
は
裁
判
所
で
は
な
く
て
立
法
者
で
あ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
農
調
法
九
燦
の
度
重
な
る
改
E
は
、
い
ず
れ
も
判
例
の
態
度

を
く
つ
が
え
す
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
融
、
借
家
法
一
係
ノ

二
の
係
文
の
解
穫
を
通
じ
て
、
つ
ね
に
裁
判
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
態
に
際
じ

た
解
決
を
輿
え
て
行
っ
た
借
家
事
件
に
く
ら
べ
、
い
ち
怠
る
し
く
針
照
的
で

あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
各
改
正
以
前
に
問
題
と
な
っ
た
判
例
を
か
か
げ

- 55ー

て
簡
皐
な
批
判
を
試
み
、
改
正
法
と
同
一
の
結
論
が
解
態
論
と
し
て
も
可
能

で
な
か
っ
た
か
と
い

3
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
結
論
的
に



事干

い
え
ば
、
わ
た
く
し
と
し
て
は
各
改
正
法
の
立
場
は
解
繕
論
と
し
て
も
可
能

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
、
こ
の
酷
か
ら
裁
判
所
の
反
動
的
役
割
を
指
摘
す

資

る
こ
と
が
、
本
稿
の
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
農
調
法
九
僚
の
判
例
と
し

て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
土
地
取
上
の
正
賞
の
事
由
判
定
の
基
準

に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
行
法
的
意
義
を
も
有
す
る
の
で
、
最
後
に
か

か
げ
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
の
ご
と
き
判
例
と
立
法
と
の
い
わ
ば
い
た
ち
ご
っ
こ
を
通
じ
て
、
本

来
私
法
的
規
定
を
中
心
と
し
た
長
調
法
九
僚
が
、
改
正
の
度
毎
に
公
法
的
性

絡
を
加
え
て
行
き
、
つ
い
に
農
地
法
の
制
定
に
至
っ
て
決
定
的
に
公
法
的
規

定
と
な
る
渇
程
が
、
明
ら
か
見
ら
れ
る
。
木
稿
は
、
か
く
の
ご
と
く
一
つ
の

法
領
域
が
私
法
的
な
も
の
か
ら
公
法
的
な
も
の
へ
と
推
移
し
て
行
く
過
程

を
、
最
近
の
現
象
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
闘
を
も
ふ
く
ん
で

い
る
。
し
か
し
木
稿
は
こ
の
黙
の
理
論
的
分
析
は
不
充
分
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
公
私
法
の
闘
係
に
つ
い
て
の
深
い
盟
論
的
研
究
と
農
地
訟
に
つ
い
て
の
庚

い
法
枇
曾
接
的
研
究
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
い
ず
れ
も
わ
た
く

し
の
現
在
の
能
力
の
外
に
あ
る
。
た
だ
わ
り
あ
い
研
究
さ
れ
て
い
な
い
ζ

の

方
面
に
つ
い
て
、
若
干
の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

列
例
は
行
政
裁
列
月
報

1
月
報
、
行
政
事
件
裁
列
例
集

1
例
集

〔
附
記
〕

最
高
裁
脚
内
所
剣
例
集
・
高
等
裁
列
所
列
例
集

1
民
集
・
刑
集
(
い
ず
れ
も
)

に
よ
り
、
純
行
政
事
件
を
除
き
ほ
と
ん
ど
全
部
を
も
う
ら
し
た
。
と
く
に

- 56ー

事
件
名
を
か
か
げ
た
の
は
、
い
か
な
る
場
合
に
問
題
に
な
る
か
に
興
味
が

あ
る
か
ら
で
お
る
。
同
一
列
例
が
二
三
度
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
列
例
に
一
貫
呑
携
を
つ
け
た
。
な
お
こ
の
よ
う
な
研
究
に
さ
い
し
て

は
、
立
法
理
由
と
同
学
設
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
が
、

実
料
を
依
く
た
め
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
事
設
と
し
て
、
我
妻
加
藤
雨
氏

「
農
地
法
の
解
設
」
、
綿
引
末
男
氏
「
最
近
に
於
け
る
農
地
の
法
律
的
紛

害
」
に
負
う
所
が
大
き
い
。

同

立
法
の
種
選

ま
ず
最
初
に
、
第
九
僚
を
中
心
と
し
た
震
調
法
の
痩
還
の
あ
と
を
表
示
し

ょ
う
。

蛍
初
の
農
調
法
(
昭
和
十
三
年
四
月
二
日
公
布
法
律
第
六
七
時
蜘
)

(
目
的
)
本
法
ハ
互
譲
相
助
ノ
陸
相
紳
ニ
則
リ
農
地
ノ
所
有
者
及

耕
作
者
ノ
地
位
ノ
安
定
及
農
業
生
産
力
ノ
維
持
増
進
ヲ
闘
り
以
テ
農
村
/
経

第
一
候

済
更
生
及
農
村
平
和
/
保
持
ヲ
期
ス
ル
篤
農
地
関
係
ノ
調
整
ヲ
儒
ス
ヲ
以
テ

目
的
ト
ス

第
九
係

ハ
土
地
取
上
の
制
限
)
①
農
地
ノ
賃
貸
人
ハ
賃
借
入
が
宥
恕
ス

ベ
キ
事
情
ナ
キ
ニ
拘
ラ
ズ
小
作
料
ヲ
滞
納
ス
ル
等
信
義
ニ
反
シ
タ
ル
行
待
ナ



キ
限
日
賃
貸
借
ノ
解
約
ヲ
何
時
シ
又
ハ
更
新
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
但
シ
土
地
使

用
ノ
目
的
ノ
礎
更
叉
ハ
賃
貸
人
ノ
自
作
ヲ
相
嘗
ト
ス
ル
場
合
英
ノ
他
正
賞
ノ

事
由
ア
ル
場
合
ハ
此
/
限
ニ
一
在
ラ
ズ
。

①
蛍
奉
者
が
農
地
ノ
賃
貸
借
ノ
期
間
ヲ
定
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
蛍
事
者
が
期
間

満
了
前
六
月
乃
至
一
年
内
ニ
相
手
方
ニ
鈎
シ
更
新
拒
絶
ノ
通
知
叉
ハ
篠
件
ヲ

国
境
更
ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
更
新
セ
ザ
ル
回
目
ノ
通
知
ヲ
向
精
サ
ザ
ル
ト
キ
ハ
従
前
ノ

賃
貸
借
ト
同
一
/
僚
件
ヲ
以
テ
暗
号
一
賃
貸
借
ヲ
鐸
シ
タ
ル
そ
ノ
ト
看
倣
ス
仰

シ
賃
貸
人
/
疾
病
ニ
因
リ
テ
白
ラ
耕
作
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
一
時
其
ノ
他
特
別

ノ
事
由
ニ
因
リ
テ
一
時
賃
貸
借
ヲ
鰐
シ

F
ル
コ
ト
明
ナ
ル
場
合
ハ
此
/
限
ニ

在
-
フ
ズ
。

①
農
地
/
賃
貸
借
/
蛍
事
者
賃
貸
借
ノ
解
約
ヲ
篤
シ
叉
ハ
更
新
ヲ
拒
マ
ン

列例より見た農地調整法第九僚

ト
ス
斤
ト
キ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
晴
朗
メ
英
ノ
官
ヲ
市
町
村
農
地
委
員

禽
ニ
通
知
ス
ベ
シ
。

①
第
二
項
並
-
一
民
法
第
六
百
十
七
係
及
第
六
百
十
八
僚
ノ
規
定
ニ
異
ル
小

作
僚
件
ニ
シ
テ
賃
借
入
ニ
不
利
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
定
メ
ザ
ル
モ
ノ
ト
看
倣

ス。

第
二
次
改
正
(
昭
和
二

O
年
二
一
月
二
八
日
法
律
六
四
携
に
よ
る
)

(1) 

第
九
僚
第
三
項
中
「
譲
メ
其
ノ
旨
ヲ
市
町
村
農
地
委
員
曾
ニ
通
知
ス

ベ
シ
L

ヲ
「
市
町
村
農
地
委
員
曾
/
承
認
ヲ
受
グ
ベ
シ
」
ニ
改
ム
。

第
十
七
傑
ノ
五

役
又 (2~
ノ、

五
百
園
以
-F 
/ 

罰
金

蕗
ス

左，
A
各
競
ノ
一
二
説
嘗
ス
ル
者
ハ
六
万
以
下
ノ
懲

第
九
篠
第
三
項
ノ
規
定
一
一
蓮
反
シ
タ
ル
者

第
二
次
改
正
(
昭
和
二
一
年
一

O
月
一
九
日
法
律
凶
二
競
に
よ
る
)

(1) 

第

l[i(i 

木
法
ハ
耕
作
者
/
地
位
ノ
安
定
及
農
業
生
産
力
ノ
維
持
増

進
ヲ
園
ル
鱈
農
地
闘
係
ノ
調
整
ヲ
儒
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
。

(2) 

第
九
係
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
解
約
」
の
上
に
「
解
除
若
ハ
」
を

同
項
の
弐
に
左
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
ノ
承
認
ヲ
受
ケ
ズ
シ
テ
儒
シ
タ
ル
行
宮
ハ
共
/
効
力
ヲ
生
ゼ
ズ
。

同
こ
の
法
律
施
行
後
勅
令
で
定
め
る
時
期
ま
で
は
、
第
九
係
第

F付
則

三
項
の
規
定
中
「
市
町
村
農
地
委
員
曾
ノ
承
認
」
と
あ
る
の
は
、
「
地
方
長
官

ノ
許
可
一
と
、
同
僚
第
四
項
の
改
正
規
定
中
「
承
認
」
と
あ
る
の
は
、
「
許

可
一
と
讃
み
替
え
ぶ
も
の
と
す
る
。
(
な
お
第
三
次
改
正
に
さ
い
し
一
地
方
長

官
」
が
「
都
道
府
豚
知
事
」
に
讃
み
替
え
ら
れ
た
。
附
則
六
僚
V

A
せ

農
地
調
整
法
施
行
令
(
昭
和
一
一
一
年
一
一
月
二

O
日
勅
令
五
五
五
競

に
よ
る
改
正
)

第
十
一
際

市
町
村
農
地
委
員
曾
農
地
ノ
賃
貸
人
ノ
自
作
ヲ
相
蛍
ト
ス
ル
コ
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ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
農
地
調
整
法
第
九
篠
第
三
項
ノ
承
認
ヲ
篤
サ
ン
ト
ス
ル
ト

キ
ハ
醤
該
賃
貸
人
が
自
作
ヲ
儒
ス
ニ
必
要
ナ
ル
経
営
能
力
施
設
等
ヲ
有
ス
ル



料

ヤ
否
、
営
該
賃
貸
人
ノ
自
作
ニ
因
リ
嘗
該
農
地
ノ
生
産
ガ
増
大
ス
ル
ヤ
否
、

賃
貸
借
ノ
解
除
、
解
約
叉
ハ
更
新
ノ
拒
絶
ニ
因
P
蛍
該
農
地
ノ
賃
借
入
ノ
相

資

蛍
ナ
ル
生
活
ノ
維
持
が
閤
難
ト
鱈
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
否
等
ノ
諸
般
ノ
事
情
ヲ
考

慮
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

四

第
三
次
改
正
(
昭
和
二
一
一
年
一
二
月
二
六
日
法
律
二
回

O
競
に
よ
る
)

(1) 

第
九
係
第
三
項
中
「
解
約
一
を
「
解
約
(
合
意
解
約
ヲ
合
ム
以
下
同

ジ
)
」
に
、
同
僚
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
一
一
項
」
に
改
め
、
同
僚
第
三

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
ノ
承
認
一
一
ハ
僚
件
ヲ
附
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

(2) 

昭
和
二

O
年
一
一
月
一
一
一
一
一
日
以
後
、
九
臨
時
三
項
の
改
豆
規
定
施
行
前

に
賃
貸
借
の
解
除
、
解
約
(
合
意
解
約
を
含
む
)
叉
は
更
新
の
拒
絶
に
ょ
っ

て
遣
法
不
蛍
に
賃
借
醐
慣
を
奪
わ
れ
た
賃
借
入
に
、
賃
借
権
回
復
の
制
度
が
詔

め
ら
れ
た
ハ
附
則
三
際
、
内
容
省
略
)
。

五

第
凶
次
改
正
(
昭
和
二
四
年
六
月
二

O
日
法
律
一
一
一
五
携
に
よ
る
〉

第
九
係
第
二
項
中
「
期
間
満
了
前
六
月
乃
至
一
年
内
」
の
下
に
「
(
賃

(1) 
貸
人
ノ
疾
病
-
一
因
リ
テ
自
ラ
耕
作
ス
ル
コ
ト
能
戸
ザ
ル
鱈
其
ノ
他
特
別
ノ
事

由
エ
因
リ
テ
一
時
賃
貸
借
ヲ
鱈
シ
タ
ル
コ
ト
明
ナ
ル
場
合
ハ
期
間
満
了
前
一

月
乃
至
六
月
内
)
」
を
加
え
、
同
項
但
書
を
制
り
、
同
僚
第
三
項
に
次
の
侶

書
を
加
え
る
。

但
シ
賃
貸
借
ノ
解
約
ガ
小
作
調
停
法
ニ
依
ル
調
停
-
一
一
依
リ
鰐
サ
レ
タ
ル
場

-58-

ム
ロ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ
。

(2) 

第
九
僚
に
第
七
項
と
し
て
次
の
一
一
頃
を
加
え
る
。

農
地
ノ
賃
貸
借
ニ
附
シ
タ
ル
解
除
機
件
叉
ハ
不
確
定
期
限
ハ
之
ヲ
定
メ
ザ

ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
。

農
地
法

rへ
農 Q

愛知
t主 τつ
琴卒
中七
放 万
枚一
地五
の屈日

霊会
借叩
法の
律
更一
新コ
'--'一
〔九
内競
容)
省
賂
LJ 

六第
一
九
僚

第
二

O
係

ハ
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
賃
貸
借
の
解
約
等
の
制
限
〉
門
内

容
省
略
U

国

第
一
弐
改
正
後
の
諸
問
題

(
解
除
1

1
承
認
の
な
い
土
地
取
上
の
私
法
的
効
力
)

農
調
法
九
僚
は
成
立
の
蛍
初
よ
り
注
目
す
べ
き
規
定
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
正
蛍
の
事
由
の
な
い
土
地
取
上
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
借
地
法

借
家
法
改
正
の
先
駆
を
な
し
、
さ
ら
に
一
項
の
私
法
的
効
力
規
定
に
加
え

て
、
三
項
に
公
法
的
な
訓
示
規
定
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
私
法
融
合
の

領
域
に
一
歩
踏
み
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
法
施
行
後
こ
の
規
定
を
め

ぐ
る
解
鱒
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
ず
に
(
少
く
と
も
大
審
院
判
決
は
な
い
)

鞍
後
の
第
一
夫
改
正
を
む
か
え
た
。
お
そ
ら
く
致
時
中
は
土
地
取
上
そ
れ
自



睡
眠
が
・
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
る
に
致
後
、
農
地
改
革
に
備
え
て
躍
に
土
地
取
上
が
行
わ
れ
た
の

で
、
第
一
女
改
廷
に
さ
い
し
て
は
、
そ
れ
を
制
限
寸
志
た
め
、
一
二
項
の
通
知

を
承
認
に
か
え
、
さ
ら
に
承
認
の
な
い
解
約
に
罰
則
を
設
け
た
。
そ
し
て
こ
の

段
階
で
先
ず
問
題
に
な
っ
た
の
は
一
項
三
項
の
解
約
の
中
に
は
解
除
も
ふ
く

ま
れ
る
か
と
い
う
酷
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
貨
は
九
僚
の
立
法
蛍
割
よ
り
宿

命
的
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
の
で
お
る
。
農
調
法
の
前
の
農
地
法
案
で
は

解
除
と
解
約
を
区
別
し
、
賃
貸
借
の
期
間
の
有
無
を
問
わ
ず
、
債
務
不
履
行

を
理
由
と
す
る
解
除
は
ニ
ヶ
月
以
上
の
催
告
期
間
と
賃
借
入
に
「
宥
恕
ス
ベ

キ
事
情
ナ
キ
コ
ト
」
を
要
件
と
し
、
期
間
の
定
の
な
い
賃
貸
借
の
解
約
は
、

列例より見た農地調整法第九僚

「
賃
借
入
エ
信
義
ニ
反
シ
タ
ル
行
信
」
の
あ
る
こ
之
を
要
件
と
し
た
。
と
こ
ろ

が
農
調
法
の
原
案
は
、
右
の
解
除
の
規
定
を
制
り
、
解
約
に
闘
す
る
規
定
ど

け
を
と
り
上
げ
た
。
し
か
る
に
衆
議
院
は
「
信
義
ニ
反
シ
タ
ル
行
篇
」
だ
け

で
は
足
ら
な
い
と
い
い
、
「
宥
恕
ス
ベ
キ
事
情
ナ
キ
ニ
拘
ラ
ズ
小
作
耕
ヲ
滞
納

ス
ル
等
」
と
い
う
一
句
を
挿
入
す
る
修
豆
案
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
こ
で
蛍
然

一
項
に
解
除
が
入
る
か
ど
う
か
問
題
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
貴
族
院
で
政

府
は
九
僚
に
闘
す
る
限
り
、
.
民
法
六
一
七
僚
の
例
外
規
定
で
あ
り
、
本
僚
は

契
約
の
解
除
で
き
な
い
場
合
が
か
ぎ
る
の
で
民
法
五
四
一
篠
の
趨
用
を
阻
止

す
る
も
の
で
は
な
い
と
答
癖
し
て
い
る
り

こ
の
問
題
に
つ
き
、
解
除
を
ふ
く
む
と
し
た
下
級
審
判
例
も
あ
る
が
、
最

高
裁
で
は
政
府
容
疑
に
忠
寅
に
、
解
除
は
含
ま
な
い
と
し
た
。
ま
ず
解
除
も

含
む
も
の
と
し
て
、

(1) 

大
分
地
二
六
・
五
・
一
七
行
政
昆
分
取
消
請
求
事
件
例
集
二
位
位
五
読

無
断
轄
貸
借
を
理
由
と
す
る
解
除
も
宥
恕
す
ベ
怠
富
市
情
が
あ

〔
一
一
七
〕

れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
本
件
の
小
作
人
は
信
義
に
反
す
る
こ
と
が

多
く
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
解
約
の
方
が
認
め
ら
れ
た
。
後
述
七

O
頁、

つ
ぎ
に
解
除
を
含
ま
な
い
も
の
と
し
て
は
、

最
高
二
三
・
一
二
・
一
人
土
地
返
還
請
求
事
件
民
集
二
各
一
回
読
目

(2) 六
一
一
具
、
事
件
は
小
作
料
の
滞
納
を
理
由
と
す
る
解
除
で
あ
る
が
、

E重

の
折
衷
設
と
し
て
‘
解
除
は
一
項
に
含
ま
れ
な
い
が
、
解
約
と
同
様
に
宥

恕
す
べ
き
事
情
の
有
無
を
し
ら
べ
る
こ
と
が
纏
衡
上
蛍
然
で
あ
る
と
す

る。(3) 

鹿
児
島
地
二
五
・
一
一
・
一
四
農
地
買
牧
に
閲
す
る
訴
願
裁
決
に
釣

す
る
不
服
重
量
件
例
集
一
空
一
斑
〔
二

O
六
円
た
だ
し
こ
れ
は
解
除

係
件
に
闘
す
る
事
件
で
あ
り
、
裁
判
所
は
解
除
と
解
除
僚
件
を
混
同
し
て

い
る
。
な
お
本
件
に
つ
い
て
は
後
述
六
八
頁
、
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さ
て
こ
の
黙
は
第
二
次
改
豆
で
立
法
的
に
解
決
さ
れ
た
が
、
解
緯
論
と
し

て
は
、
我
一
委
教
授
の
設
か
れ
る
ご
ト
パ
…
、
立
法
の
沿
革
と
係
文
の
文
字
を
綜
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合
的
に
考
察
す
れ
ば
、
一
項
に
解
除
も
含
め
る
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
政
策

的
に
見
て
、
二
一
項
の
遊
間
を
う
け
さ
せ
る
方
が
望
ま
し
か
っ
た
と
思
わ
れ

資

る
。
と
こ
ろ
で
、
解
除
と
解
約
を
同
列
に
取
扱

5
こ
と
は
い
か
な
る
意
味
を

持
つ
で
あ
ゐ
う
か
。
木
来
民
法
上
で
は
解
除
と
解
約
は
峻
別
さ
れ
、
賃
貸
人

が
解
除
す
る
に
は
小
作
人
側
に
債
務
不
履
行
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
の

で
、
小
作
人
の
保
護
と
し
て
は
一
態
解
約
を
制
限
す
る
こ
と
を
以
て
足
り
る

わ
け
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
わ
が
民
法
に
お
い
て
は
周
知
の
ご
と
く
鱗
績
的

契
約
閲
係
の
解
除
に
つ
い
て
の
適
蛍
な
規
定
が
な
く
、
五
回
一
燦
適
用
の
不

都
合
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
「
宥
恕
ス
ベ
キ
事
情
ナ
キ
ニ
拘
ラ
ズ
」
と
い

う
文
字
を
加
え
る
こ
と
・
に
よ
っ
て
、
纏
積
的
契
約
閲
係
の
木
質
に
ム
口
し
、
か

つ
小
作
人
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
解
除
に
つ

い
て
制
限
規
定
を
持
た
な
い
借
家
法
の
下
で
、
賃
借
入
の
義
務
理
K
を
恕
自

と
す
る
解
除
を
制
限
す
る
の
に
苦
心
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
受
賞

性
は
明
ら
か
で
ゐ
る
。
そ
し
て
農
調
法
↓
農
地
法
が
解
除
と
解
約
を
同
一
の

制
限
の
下
に
服
せ
し
め
た
こ
と
は
、
賃
借
様
の
強
化
を
借
家
法
よ
り
一
歩
す

す
め
た
も
の
で
あ
り
、
農
地
法
を
私
法
的
領
域
よ
り
公
私
法
の
融
合
し
た
獄

(
3
)
 

立
の
法
制
域
へ
と
高
め
て
行
く
一
ス
テ
ッ
プ
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

二
つ
ぎ
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
第
二
女
改

E
以
前
に
お
い
て
農
地
委

員
曾
の
承
認
を
え
な
い
で
な
さ
れ
た
解
約
の
私
法
的
効
果
に
つ
い
て
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
離
に
つ
い
て
は
、
興
倒
愚
説
一
致
し
て
私
法
的
効
果
に
影
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響
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
判
例
だ
け
あ
げ
る
と

任)

松
江
地
二
回
・
七
・
一
五
農
地
買
収
計
重
取
泊
、
耕
作
機
確
認
並
び

一
に
農
地
引
渡
誇
求
事
件
月
報
お
銭
〔
四
七
七
〕
。

第
二
次
改
正
前
に
農
地

調
停
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
合
意
解
約
は
、
農
地
委
員
曾
の
承
認
の
な
い
か

ぎ
り
違
法
で
は
あ
る
が
、
民
事
上
の
効
力
は
有
す
る
。

(5) 

最
高
二
六
・
六
・
二
六
行
政
隠
分
取
消
詩
求
事
件
民
集
五
念
七
披
三

八
五
頁
、
「
本
件
解
約
の
蛍
時
に
は
:
・
・
九
僚
に
加
え
ら
れ
た
「
承
認
ヲ
受

ケ
ズ
シ
テ
;
:
」
と
い
う
規
定
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
解
約
に
市
町
村
農
地
委
員
曾
の
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
て
、
そ
の

私
法
上
の
効
力
に
は
影
響
が
な
い
。
」

こ
の
賠
も
現
在
問
題
は
な
い
わ
け
で
あ
る
が

一
一
際
解
緯
論
を
や
っ
て
み

ょ
う
。
ま
ず
蛍
初
の
段
階
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
、
一
ニ
項
は
患
な

る
訓
示
規
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
違
反
し
て
も
制
裁
は
な
い
か
ら
、
私
法
的
効

果
も
全
然
問
題
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
三
項
は
患
な
る
ぽ
阿

山
口
困
問
}
巾
門
町
四

n
g
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
九
係
全
障
の
重
黙
は
む
し
ろ
一
項

に
あ
り
、
全
僅
と
し
て
は
な
お
私
法
的
強
行
規
定
の
色
彩
が
濃
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
所
が
第
一
弐
改
正
の
結
果
「
通
知
一
が
「
承
認
」
と
な
り

罰
則
が
設
け
ら
れ
る
と
、
=
一
項
は
所
謂
取
締
規
定
と
な
る
。
取
締
規
定
に
つ



い
て
は
、
そ
れ
は
た
ん
な
る
取
締
規
定

r
H
S山口
g
s
c白
吉
宮
司
崎
市

n
g
で

あ
る
か
、
ぁ
・
る
い
は
効
力
規
定

W
H
H
L
5
3
口
同
旨
官
民

2
g
で
あ
る
か

は
、
解
穫
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
ゎ
、
か
墜
界
に
お
い
て
も
、
従

来
か
ら
、
取
締
規
定
の
私
法
的
効
力
に
つ
い
て
は
、
立
法
理
由
、
取
引
安
全
の

考
慮
、
蛍
事
者
聞
の
利
害
得
失
な
ど
を
比
較
考
量
し
て
決
す
べ
き
問
題
で
あ

川

4
)

る
と
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
農
調
法
の
立
法
理
由
か
ら
み
て
、
小
作
人

の
地
位
の
安
定
の
た
め
に
は
、
承
認
の
芯
e
い
解
約
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
か
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他
の
機
舎
に
詳
説
し

〔

5
)

た
し
、
ま
た
他
に
も
救
済
手
段
が
あ
る
の
で
ハ
第
三
次
改
正
の
さ
い
設
け
ら

れ
た
賃
借
権
回
復
の
制
度
、
附
則
三
保
)
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

第
二
女
改
正
に
よ
っ
て
三
項
に
違
反
し
た
解
除
解
約
を
無
効
と
す
る
こ
と

興j例より見た農地調整法第九僚

が
は
っ
き
り
し
た
が
、
そ
れ
は
私
的
取
引
の
安
全
よ
り
、
耕
作
者
の
地
位
の

安
定
と
農
業
生
産
力
の
維
持
増
獲
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
え
の
現
れ
で

あ
る
。
こ
こ
で
九
係
の
重
酔
聞
は
一
項
よ
り
三
項
に
移
っ
た
の
で
為
る
が
、
そ

れ
は
解
緯
上
に
も
種
々
の
問
題
を
投
げ
輿
え
る
で
あ
ろ
う
。

〆園、

1 

第
七
十
三
議
舎
貴
族
院
議
事
録
政
府
委
員
大
森
洪
太
答
婚
、
な
お

以
上
は
列
例
研
究
二
巻
七
掠
二
七
頁
以
下
の
我
妻
教
授
の
評
穣
に
よ

る

(

2

)

 

前
註
、
こ
れ
に
封
し
石
本
教
授
は
主
と
し
て
政
策
的
見
地
か
ら
前

記
最
高
裁
列
例
に
反
設
し
て
い
る
。
民
商
法
二
五
色
三
続
四
四
頁
。

(
3
)
 
ド
イ
ヴ
借
家
人
保
護
法
冨
ぽ
芯
可
申
n
v
z皮肉巾
8
R
は
す
べ
て
の
告

知
何
日
ロ
丘
四
ロ
ロ
ぬ
(
日
本
法
の
解
除
解
約
を
ふ
く
む
)
を
制
限
す
る
、

同
法
一
保

l
一
八
僚
。
そ
し
て
か
か
る
内
符
の
も
の
を
包
含
す
る
住
宅

法
項
。
F
2
5岡田
B
n伊
丹
は
農
民
法
な
ど
と
何
様
、
公
私
法
融
合
の
濁

立
の
法
領
域
を
形
成
す
る
と
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
c

∞O
H
Z
E
H
S
P

ロ
白
曲
芸
D
F
ロ
ロ
ロ
阿
国
司
巾
円
伊
丹
色
目
的
巾
与
え
町
ロ
門
出
問
巾
国
間
四
円
伊
丹
田
ぬ
巾
E
2・
5s・

わ
が
借
家
法
で
は
そ
れ
は
安
営
し
な
い
が
、
農
地
法
は
該
営
す
る
と
い

え
る
で
為
ろ
う
一
u

(

4

)

 

末
弘
「
法
令
違
反
行
局
の
法
律
的
効
力
」
民
法
雑
考
、
我
妻
「
民

法
総
則
」
昭
二
六
〔
二
一

O
一
円
末
川
「
統
制
と
契
約
」
民
商
法
九
谷

一
一
拐
、
津
曲
「
経
済
法
規
違
反
行
潟
の
効
力
」
法
間
半
志
林
四
一
巻
七
披

以
下

(

5

)

 

前
記
問
事
件
に
謝
す
る
わ
た
く
し
の
批
評
、
民
商
法
二
七
巻
六
披

四
頁制

第
二
弐
改
正
後
の
諸
問
題
(
合
意
解
約
〉

第
二
夫
改
正
に
よ
っ
て
農
調
法
九
僚
は
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
た
が
、
こ
の

- 61ー

段
階
で
解
緯
上
澗
題
に
な
っ
た
の
は
、

一
項
三
項
の
解
約
に
は
合
意
解
約
も
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含
ま
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蛍
時
合
意
解
約
は
か
な
り
多
く
行
わ

れ
、
し
か
も
法
網
を
く
ぐ
る
た
め
に
も
利
則
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
可
否
は
政

主著

策
的
に
も
重
大
な
影
響
を
奥
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
判
例
も
比

較
的
多
く
、
し
か
も
意
見
が
分
れ
て
い
る
。
大
樫
そ
れ
は
第
二
次
改
正
後
三

項
に
合
意
解
約
が
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
蛍
初
か
ら
問
題
に
な
り
う
る
し
、
ま
た
一
項
に
つ
い
て
も
問
題
に
な
り
う

る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
蛍
初
の
規
定
に
釣
し
、

一
項
一
一
一
項
に
合
意
解
約
は
ふ
く
ま
れ
な
い
と

し
た
最
高
裁
判
例
が
あ
る
。

(6) 

最
高
二
六
・
三
・
八
農
地
質
牧
計
費
決
定
取
消
誇
求
事
件
民
集
五
巻

四
銃
一
三
七
頁
、
「
(
賞
初
の
)
九
係
一
一
明
及
び
三
項
は
、
農
地
の
賃
貸
人
が

賃
借
入
の
承
諾
な
く
し
て
一
方
的
に
賃
貸
借
解
約
を
穏
す
場
合
の
規
定
で
あ

る
か
ら
、
双
方
の
合
意
に
よ
っ
て
賃
貸
借
を
解
約
す
る
場
合
に
は
趨
用
が
な

い
も
の
と
解
す
る
を
相
嘗
と
す
る
。
」

つ
ぎ
に
第
一
次
改
正
後
の
判
例
と
し
て
は
、
前
出
の
削
事
件
が
あ
り
、
ム
ロ

意
解
約
も
農
地
委
員
曾
の
承
認
を
え
な
け
れ
ば
違
法
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ

し
民
事
上
の
効
力
は
認
め
た
の
で
結
果
は
同
一
。

第
二
失
改
正
後
は
判
例
が
多
く
、
か
つ
下
級
審
は
分
れ
て
い
る
。
二
三
理

由
を
詳
論
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
一
般
に
は
理
由
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
の

で
、
原
則
と
し
て
事
件
名
の
み
か
か
げ
る
。
合
意
解
約
に
三
項
を
適
用
す
る
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判
例
と
し
て
は

(7) 

鹿
島
地
ニ
=
了
五
・
二

O
農
地
所
有
権
確
認
等
請
求
事
件
月
報
四
銃

昭
二
一
年
一
二
月
に
農
地
委
員
曾
の
承
認
を
え
て
な
さ
れ
た
合

意
解
除
は
、
地
方
長
官
の
許
可
が
な
い
か
ら
無
効
。

高
知
地
二
四
・
四
・
六
行
政
庭
分
取
消
誇
求
事
件
月
報
一
七
競
〔
二

〔六一ニ〕

(8) 七
回
〕

こ
れ
に
鈎
し
ぞ
三
項
の
適
用
を
否
定
す
る
判
例
の
方
が
有
力
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち

六 (9)
滋和
〔育
二森
四地

L.J 一一

O 
農
地
買
収
決
定
取
消
誇
求
事
件
月
報

品
山
，l
 
(
 
仙
墓
高
二
四
・
四
・
一
二
農
地
賃
貸
借
解
約
不
許
可
指
令
取
消
控
訴
事

件
月
報
一
九
銃
〔
一
一
一

O
八〕

(11) 

金
津
地
二
五
・
四
・
一
行
政
蕗
分
取
消
請
求
事
件
例
集
一
巻
三
銃

〔
五
二
〕

(1句

大
阪
高
二
六
・
一
一
・
九
農
地
調
整
法
蓮
反
被
告
事
件
刑
集
四
巻

。
競
二
三
三
頁

こ
の
黙
に
つ
い
て
も
、
第
三
次
改
豆
で
三
項
の
解
約
に
は
合
意
解
約
も
含

ま
れ
る
と
し
て
一
際
立
法
的
に
解
決
さ
れ
た
が
、
二
三
問
題
も
購
っ
て
お
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る
の
で
、
若
干
の
解
樺
論
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
大
部
分
の
判
例
は
三

項
の
み
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、

一
項
に
つ
い
て
も
一
際
問
題
に
な
り
う
る

し
、
そ
れ
に
一
項
と
三
項
は
法
的
性
質
が
異
る
か
ら
、
別
々
に
考
察
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。

一
項
は
私
法
的
強
行
規
定
で
あ
る
。
一
般
に
抵
行
競
定
と
い
わ
れ
る
も
の

は
、
そ
れ
に
反
す
る
特
約
に
も
と
ず
く
主
張
が
法
律
上
認
め
ら
れ
な
い
だ
け

で
な
く
、
蛍
事
者
が
合
意
の
上
で
法
規
に
蓮
反
す
る
結
果
を
鼓
生
さ
せ
て
も

無
効
で
あ
る
こ
と

ιは
嬰
り
な
い
、
と
い
う
性
質
を
有
す
る
。
た
と
え
ば
身

分
闘
係
や
物
楼
の
種
類
内
容
に
関
す
る
法
規
、
か
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ

く
強
行
法
規
と
い
わ
れ
る
も
の
で
も
、
社
曾
的
弱
者
を
保
護
す
る
た
め
の
規

定
の
中
に
は
、
た
ん
に
規
定
に
反
す
る
特
約
を
す
る
こ
と
が
無
効
で
あ
る
に

列例より見た農地調整法第九保

す
ぎ
な
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
借
地
法
や
借
家
法
の
規
定
は
、
文
字
通

り
「
;
:
・
ノ
規
定
ニ
反
ス
ル
特
約
ニ
シ
テ
賃
借
入
-
一
不
利
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ

篇
サ
サ
ル
モ
ノ
ト
見
倣
ス
」
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
漫
調
法
九
際
一
項

と
同
じ
性
祐
を
有
す
る
借
家
法
一
際
ノ
二
の
解
臨
時
と
し
て
、
解
約
の
申
入
に

E
蛍
の
一
事
由
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
特
約
は
効
力
が
な
い
が
、
客
観
的
に

E
蛍
な
事
由
が
な
く
て
も
営
事
者
が
解
約
に
同
意
す
れ
ば
有
効
で
あ
り
、
後

で
明
渡
誇
求
を
こ
ば
む
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
明
渡
し
た
後
で
無
効
を
、
主

張
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
(
も
っ
と
も
、
合
意
自
身
が
法
律
行
篤
と
し

て
殺
暁
や
め
る
と
き
に
、
無
効
や
取
消
の
主
張
が
で
き
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
)
こ
れ
は
、
契
約
締
結
に
さ
い
し
、
ま
た
は
契
約
閲
係
構
演
中
は
、

と
か
く
経
済
的
優
位
に
あ
る
家
主
に
医
迫
さ
れ
て
不
利
な
特
約
を
結
ぶ
お
そ

れ
伊
あ
る
借
家
人
を
保
護
す
る
た
め
な
の
で
あ
り
、
借
家
人
が
合
意
で
解
約

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
農
調
法
で
も
九

係
二
項
に
反
す
る
賃
借
入
に
不
利
な
小
作
際
件
は
定
め
ざ
る
も
の
と
し
て
い

る
yう通

一
項
に
つ
い
て
も
同
様
に
解
す
べ
き
こ
と
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
合
意
解
約
が
一
項
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
ま
張
は
、
こ
の
よ
う

な
意
味
か
ら
し
て
正
蛍
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
社
曾
的
弱
者
を
保
護
す
る
た

め
の
規
定
は
、
み
な
こ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
保
護
を

も
っ
と
徹
底
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
特
約
が
履
行
さ
れ
た
後
で
も
無
効

の
主
張
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
利
息
制
限
法
違
反
の
高
利
の
支
梯
が
あ
っ

た
後
で
も
そ
の
返
還
を
請
求
で
き
る
と
い
う
墜
設
は
、
こ
の
現
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
農
地
法
自
身
も
合
意
解
約
を
公
法
的
に
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寅

質
的
に
同
じ
段
階
に
L

達
し
た
と
い
え
る
。

こ
れ
に
謝
し
て
公
法
的
規
定
で
為
る
三
項
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
賭
で
は
合
意
解
約
の
遁
用
を
否
定
す
る
判
例
の
中
で
一
二
理
由
を
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詳
論
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
ま
ず
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

。。
事
件
「
農
地
調
整
法
が
順
次
農
地
改
革
の
線
に
沿
う
て
改
正
せ
ら
れ
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た
こ
と
は
所
論
の
湿
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
各
政
主
法
は
自
ら
そ
の
固

有
の
段
階
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
個
々
の
改
正
の
各
段
階
に

資

お
い
て
は
各
そ
の
法
律
の
持
つ
間
有
の
限
度
を
超
え
て
解
縛
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
合
意
解
約
と
一
方
的
の
意
思
表
示
に
よ

る
解
除
叉
は
解
約
と
は
等
し
く
農
地
取
上
の
結
果
を
生
ず
る
と
し
て
も
そ
の

法
律
的
性
質
も
そ
の
方
法
も
全
く
異
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
一
方
が
毘
罰
さ

れ
他
方
が
慮
罰
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
不
合
理
で
は
な

ぃ
。
叉
同
法
第
九
隙
第
一
一
一
項
の
解
除
若
く
は
解
約
の
下
に
括
弧
し
て
(
合
意

解
約
を
含
む
以
下
同
じ
)
と
附
加
し
た
こ
と
が
法
律
の
改
正
を
な
す
趣
旨
で

あ
っ
た
か
否
か
は
別
と
し
右
文
言
は
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
の
改

正
法
と
共
に
施
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
は
そ
の
文
一
言
が

な
い
も
の
と
し
て
合
恕
的
に
解
穫
す
べ
き
で
や
め
る
が
宕
法
燦
中
右
文
言
は
同

係
第
二
一
項
に
の
み
附
加
さ
れ
第
一
項
に
は
附
加
し
て
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

右
文
言
挿
入
の
後
は
第
一
項
と
第
三
項
と
で
は
そ
の
解
緯
を
異
に
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
が
右
文
言
の
附
加
さ
れ
る
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
に
解
躍
す

る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
し
合
意
解
約
の

名
に
か
く
れ
て
地
主
が
小
作
人
か
ら
不
法
に
農
地
を
取
上
げ
る
よ
う
な
こ
と

が
φ

め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
合
意
解
約
の
効
力
自
慢
が
問
題
と
せ
ら
る
べ
き

で
あ
る
。
」

(12) 

事
件
「
こ
の
挿
入
が
従
前
の
律
意
を
明
か
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
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主
解
す
べ
き
か
、
或
は
新
た
に
規
制
範
置
を
擁
張
し
た
も
の
と
解
す
べ
き

か
に
-
一
隠
し
て
、
蛍
裁
判
所
は
、
従
来
の
用
語
の
慣
例
を
考
え
む
し
ろ
法
的

安
定
を
重
し
と
し
立
法
政
策
的
解
緯
を
排
し
て
後
者
の
見
解
を
と
る
。
」

木
件
が
刑
事
慕
件
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。

さ
て
わ
た
く
し
の
解
緯
論
と
し
て
は
、

一
項
と
三
項
は
別
の
立
場
か
ら
考

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
一
-
一
項
に
つ
い
て
は
改
正
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
で
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
立
場
か
ら
出
裂
す
る
。

ま
ず
鍵
初
の
一
一
一
項
は
訓
示
規
定
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
賃
貸
借
の
解
約

を
個
人
的
事
情
に
ま
か
せ
ず
農
業
生
蓋
力
の
維
持
増
進
と
い
う
公
共
的
立
場

か
ら
も
調
整
す
る
た
め
の
公
法
的
規
定
で
あ
る
。
そ
の
立
場
か
ら
、
合
意
解

約
に
さ
い
し
て
も
務
め
農
地
委
員
舎
に
通
知
さ
せ
、
そ
の
A
n
意
が
鍵
貨
の
意

恩
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
農
業
生
震
カ
の
培
法
に
な
る

か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
必
要
が
ら
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
蛍
時
に
お

い
て
は
一
戸
一
項
蓮
反
の
解
約
に
罰
則
の
遊
間
は
な
く
、
ま
た
そ
の
私
法
的
効
果

を
否
定
す
る
解
緯
論
は
出
て
こ
な
い
の
で
、
合
意
解
約
を
三
項
に
適
用
さ
せ

て
も
寅
径
は
あ
ま
り
な
い
。

つ
ぎ
に
第
一
次
改
豆
後
は
も
っ
と
積
極
的
な
理
由
が
加
わ
る
。
土
地
取
上

を
も
っ
と
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
長
く
主
従
的
恩
情
闘
係
の
支
配
し



た
わ
が
農
村
に
お
い
て
は
、
小
作
人
が
機
利
主
張
を
す
る
こ
と
が
ま
れ
だ
か

ら
、
合
意
解
約
の
名
の
下
に
地
主
の
一
方
的
土
地
取
上
の
危
険
性
が
多
い
。

こ
れ
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
小
作
人
の
地
位
安
定
と
い
う
こ
と
は
殆
ど
霊
針
に

蹄
す
る
で
為
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
合
意
解
約
に
こ
そ
農
地
委
員
舎
の
承

認
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
二
次
改
豆
後
も
同
じ
想
由
で
泡

用
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
掲
仰
事
件
の
立
場
は
、
い
さ
さ
か
私
法
的

原
理
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
三
項
の
公
法
的
性
絡
を
忘
れ
た
も
の
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
少
〈
と
も
第
一
夫
改
豆
後
は
、
三
項
に
合
意
解
約
を
適
用

し
、
他
方
一
項
は
そ
の
性
質
上
合
意
解
約
を
含
ま
な
い
と
解
緯
す
る
と
、
同

'
じ
際
文
中
の
同
一
文
字
に
つ
い
て
異
る
内
容
を
奥
え
る
と
い
う
、
前
掲
同
事

剣例より見た農地調整法第九僚

件
判
官
の
非
難
が
加
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
項
は
そ
れ
ほ
ど

問
題
に
す
る
に
足
る
よ
う
な
存
在
理
由
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
第
三
次
改
正
に
よ
っ
て
こ
の
賠
も
立
法
的
に
解
決
さ
れ
、
三
項
に
の

み
合
意
解
約
が
誼
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
合
意
解
約
に
つ
い
て
は
一
項
の
滋
用
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
客

観
的
に
豆
蛍
な
事
由
の
な
い
合
意
解
約
で
も
、
農
地
委
員
舎
が
承
認
す
れ
ば

有
効
で
あ
る
、
と
一
際
解
せ
ら
れ
る
で
ゐ
ろ
う
。
一
方
農
地
委
員
曾
が
解
除

解
約
を
承
認
す
る
行
待
ハ
知
事
の
許
可
も
同
一
)
は
法
規
裁
量
行
徳
で
あ
る

が
、
そ
の
さ
い
裁
量
の
基
準
と
な
る
の
は
結
局
一
項
の
正
常
事
自
の
有
無
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
意
解
約
と
い
え
ど
も
結
局
は
農
地
委
員
舎
に
ょ
っ

(
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て
正
賞
事
自
の
有
無
が
剣
節
さ
れ
る
。
し
か
ら
ば
、
合
意
解
約
ば
一
一
頃
に
適

間
が
な
い
と
い
っ
て
み
で
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
こ
れ
は
一
項
の
他
の
勃

に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
元
来
一
一
頃
に
意
味
が
あ
っ
た
の
は
、
解

約
制
限
の
私
法
的
効
力
規
定
と
し
て
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ド
第
一
次
改
正
後

解
約
制
限
の
重
黙
が
公
法
的
な
三
項
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
も
は
や
燭

立
の
規
定
と
し
て
の
意
味
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
無
用
な
規
定
を
お
け
ば
、

却
っ
て
解
緯
上
混
鋭
が
生
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
新
農
地
法
が
つ
い
に
一
項
を

間
り
、
知
事
の
許
可
の
基
準
と
し
て
生
か
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に

も
と
ず
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
農
地
法
の
公
法
的
性
格
が

す
っ
き
り
し
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

(

6

)

 

以
下
の
解
穆
論
に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
は
既
に
列
例
批
評
の
形
で

設
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
制
事
件
に
つ
き
民
商
法
二
七
巻
五
擁
、
問
事

件
に
つ
き
民
商
法
二
七
各
六
披
c

(

7

)

 

烏
坂
地
二
回
・
四
・
六
(
後
掲

ω事
件
〉
は
合
意
解
約
に
つ
き
正

嘗
事
由
を
側
一
定
し
て
い
る
。
な
お
本
列
国
日
は
、
こ
の
場
合
の
知
事
の
許

-fi5-

可
慮
分
は
自
由
裁
量
で
は
な
く
法
規
裁
量
で
あ
あ
旨
を
明
言
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
レ
う
ま
で
も
な
い
。
つ
い
で
に
こ
の
承
認
ま
た
は
許
可
の
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法
的
性
質
に
つ
い
て
問
題
に
な
っ
た
列
例
を
二
三
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず

「
農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
解
除
に
知
事
の
許
可
を
必
要
と
し
た
わ
け
は

資

こ
れ
に
よ
っ
て
地
主
の
不
嘗
な
小
作
地
取
上
げ
を
制
限
す
る
目
的
に
で

た
も
の
で
・
:
:
知
事
は
行
政
底
分
に
よ
り
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
及
び

農
業
生
産
カ
の
維
持
場
迭
を
困
る
こ
と
を
妨
げ
る
か
よ
う
な
土
地
坂
上

げ
は
制
限
す
る
け
れ
ど
も
事
情
全
く
止
を
符
な
い
土
地
取
上
げ
は
決
し

て
制
限
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
同
法
の
立
法
趣
旨
に
照
し
明
瞭
で
あ

る
か
ら
:
:
:
(
農
調
法
九
保
三
項
は
)
憲
法
第
二
十
九
僚
の
規
定
に
蓮

反
す
る
わ
け
は
な
い
。
」
ハ
庚
島
高
二
四
・
一
・
二
八
小
作
地
返
還
請
求

事
件
民
集
二
巻
一
ニ
披
五
一
五
買
)
そ
し
て
「
小
作
人
に
封
し
、
信
義
に

反
す
る
行
鑓
あ
っ
た
た
め
農
地
の
賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
を
す
る
場
合

に
お
い
て
も
市
町
村
農
地
委
員
舎
の
承
認
を
要
す
る
」
こ
と
い
う
ま
で

も
な
い
(
東
京
高
二
五
・
一
一
・
二
八
農
地
調
整
法
違
反
被
告
事
件
澗

集
三
容
四
披
六

C
一
一
良
)
。
と
こ
ろ
で
「
農
地
委
員
舎
の
承
認
は
、
賃

貸
借
の
解
約
と
い
う
私
法
行
矯
を
本
樫
と
し
、
こ
れ
に
附
加
補
充
し
て

私
法
上
の
効
回
ポ
を
完
成
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
」
し
た
が
の
て
「
農

地
賃
貸
借
の
解
約
申
入
に
封
ず
る
承
認
が
申
入
づ
年
経
過
後
の
次
の
牧

漫
季
節
の
中
間
に
録
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
季
節
の
終
了
時
に
賃
貸
借

終
了
の
効
果
を
生
ず
る
o
」
(
稲
岡
高
二
五
・
一
一
・
二
九
永
小
作
権
確

認
等
請
求
事
件
民
集
三
巻
三
駿
一
八
四
一
良
》
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国

第
三
弐
改
正
後
の
諸
問
題

ハ
一
時
賃
貸
借
!
|
解
除
係
件
不
確
定
期
限
)

第
三
次
改
豆
に
よ
り
土
地
取
上
の
制
限
強
化
は
ほ
と
ん
ど
絶
頂
に
議
し
た

が
、
な
お
二
三
の
軸
に
つ
い
て
解
回
開
上
問
題
と
な
り
、
第
四
次
改
正
に
よ
っ

て
立
法
的
に
解
決
強
化
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
一
時
賃
貸
借
な
ら
び
に
解
除

際
件
お
よ
び
不
確
定
期
限
附
賃
貸
借
が
一
項
三
項
に
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う

の
が
、
そ
の
問
題
で
あ
る
。

一
、
一
時
賃
貸
借
に
つ
い
て
、
蛍
初
の
二
噴
は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
賃
貸

借
に
つ
い
て
六
ヶ
月
乃
至
一
年
内
に
更
新
拒
絶
の
通
知
を
し
な
い
と
法
定
更

新
が
行
わ
れ
る
と
規
定
し
、
一
時
賃
貸
借
を
そ
の
例
外
と
し
た
が
、
そ
の
結

果
一
時
賃
貸
借
の
場
合
は
通
知
の
期
間
遵
守
が
免
除
さ
れ
る
だ
け
な
の
か
、

あ
る
い
は
一
項
三
項
の
制
限
を
も
受
け
な
い
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の

黙
に
つ
き
、

一
時
賃
貸
借
の
場
合
も
一
一
段
三
項
を
趨
用
す
べ
し
と
い
う
下
級

審
判
例
が
占
め
っ
た
が
、
最
高
裁
は
じ
め
多
数
の
判
例
は
否
定
し
た
。
ま
ず
肯

定
し
た
も
の
と
し
て
は
、

(13) 

秋
田
地

図

農
地
賃
貸
借
契
約
不
許
可
庭
分
取
治
請
求
訴

訟
事
件
月
報
一
七
競

円
二
六
八
円
働
き
手
の
蹄
還
ま
で
と
い
う
際
件
で



賃
借
し
、
後
に
示
談
に
よ
り
一
年
限
り
と
し
た
場
合
に
「
農
地
の
賃
貸
借

契
約
の
解
約
は
一
時
賃
貸
な
る
と
否
と
を
間
わ
ず
賃
貸
人
に
自
作
を
相
嘗

と
す
る
等
正
賞
な
事
由
為
る
場
合
に
限
り
之
を
な
し
得
ベ
く
且
つ
解
約
に

付
て
は
地
方
長
官
の
許
可
を
必
要
と
す
る
一
と
し
て
解
約
を
不
許
可
と
し

7こ
こ
れ
に
封
し
適
用
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、

最
高
二
四
・
四
・
九
務
求
異
議
事
件
民
集
三
念
四
競
八
五
頁
な
お

(14) 月
報
一
}
ヰ
一
説
円
二
一
二
二
U

に
も
集
録
。
一
年
と
一
期
聞
を
か
ぎ
っ
て
小
作
詞

停
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
賃
貸
借
に
つ
き
、
「
し
か
し
て
、
右
(
二
項
〉
但
書

に
該
賞
す
る
賃
貸
借
に
は
い
わ
ゆ
る
法
定
更
新
に
闘
す
乞
同
僚
同
項
本

文
の
規
定
の
適
用
の
な
い
こ
と
は
同
項
但
書
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
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か
ら
、
か
か
る
賃
貸
借
は
、
議
め
更
新
拒
絶
の
遜
知
を
す
る
こ
と
を
要
せ

ず
、
期
間
の
満
了
に
よ
り
嘗
然
に
終
了
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
更
新

拒
絡
に
関
す
る
同
僚
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
ま
た
、
か
か
る
賃

貸
借
に
は
適
用
の
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

~5) 

仙
軍
軍
高
秋
田
支
部
二
五
・
三
・
一
七
農
地
買
牧
計
聾
に
削
到
す
る
訴
願

棄
却
裁
決
取
消
請
求
控
訴
事
件
例
集
一
巻
四
競
〔
六
回
〕
本
件
も
調
停
に

よ
る
一
時
賃
貸
借
で
あ
り
、

一
項
一
一
一
項
の
適
用
な
し
と
さ
れ
た
が
か
か

る
一
時
賃
貸
借
地
も
買
牧
の
封
象
と
さ
れ
た
の
で
、
結
論
は
同
一
と
な
る
に

任。

仙
蓋
高
二
六
・
一

0
・
三
一
農
地
賃
貸
借
契
約
解
約
不
許
可
の
取
消

請
求
控
訴
事
件
例
集
二
巻
一
二
鏡
〔
二
七
五
〕
雇
傭
契
約
に
附
随
し
て
一

年
の
短
期
を
限
っ
て
賃
貸
借
契
約
が
な
さ
れ
た
場
合
。

こ
れ
ら
の
判
例
は
い
ず
れ
も
理
由
を
詳
論
せ
ず
、
否
定
設
に
お
い
て
も
二

項
但
書
よ
り
た
だ
ち
に
一
項
三
項
に
一
時
賃
貸
借
を
適
用
し
な
い
と
い
っ
て

い
る
が
、
前
遁
の
ご
と
く
二
項
は
た
だ
更
新
拒
絶
の
期
間
制
限
を
撤
陸
し
た

に
す
ぎ
な
い
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
、

一
時
賃
貸
借
に
つ
い
て
も
一
項
三
項
を

沼
周
す
べ
き
か
否
か
は
、
や
は
り
理
論
的
に
き
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
借

地
法
借
家
法
は
明
文
を
設
け
て
一
時
賃
貸
借
を
適
用
よ
り
は
ず
し
て
い
る

が
、
そ
の
結
果
は
こ
の
規
定
は
賃
貸
人
が
借
地
借
家
法
の
保
護
を
免
れ
る
た

め
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
何
が
一
時
賃
貸
借
で
あ
る
か
と
い
う
賠
を
め
ぐ
っ

(
8
)
 

て
閑
難
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
G

こ
の
よ
う
な
明
白
な
除
外
規
定
を
も
た
な

い
開
設
調
法
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
原
則
と
し
て
一
時
賃
貸
借
に
つ
い
て
も
一

項
三
項
を
適
用
し
、
正
蛍
事
由
の
判
定
に
あ
た
っ
て
そ
の
一
時
性
を
賃
借
入

に
不
利
に
解
す
る
こ
と
が
最
も
受
賞
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

(
9
V
 

な
か
ろ
う
か
。

さ
て
第
四
弐
改
正
に
よ
っ
て
、

一
時
賃
借
も
一
項
三
項
の
適
用
を
う
け
る

- 67ー

こ
と
明
瞭
に
な
り
、
一
そ
の
ま
ま
農
地
法
一
九
修
二

O
僚
に
う
け
つ
が
れ
た
。

た
だ
し
農
調
法
で
は
「
其
ノ
他
特
別
ノ
事
由
-
一
因
リ
テ
一
時
賃
貸
借
ヲ
鰐
シ
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タ
ル
コ
ト
明
ナ
ル
場
合
」
と
し
て
漠
然
と
一
時
賃
貸
借
の
範
関
を
規
定
し
た

の
に
鈎
し
、
農
地
法
で
は
そ
れ
を
い
く
つ
か
の
場
合
に
限
定
し
た
。
そ
の
結

資

果
た
と
え
ば
前
掲
判
例
の
ご
と
き
は
、
い
ず
れ
も
一
九
僚
の
利
筏
を
う
け
な

い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
知
事
の
許
可
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
樫
り
な
い
。
か
く
し
て
、
農
地
法
は
借
地
借
家
法
と
ち
が
い
一

時
賃
貸
借
を
も
そ
の
統
制
下
に
お
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
が
一
時

賃
貸
借
で
あ
る
か
と
い
う
困
難
な
問
題
を
除
去
し
、
一
時
賃
貸
借
と
い
う
名

詞
で
土
地
取
上
を
す
る
こ
と
を
全
く
封
ず
る
所
に
、
意
味
が
あ
る
。

解
除
篠
件
お
よ
び
不
確
定
期
限
附
賃
貸
借
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
性
質

が
一
時
賃
貸
借
に
似
て
お
り
、
質
際
上
は
匿
別
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。
し

た
が
っ
て
前
段
と
同
様
の
問
題
が
生
ず
る
。
し
か
し
第
四
失
改
正
に
よ
っ
て

か
か
る
附
款
が
無
効
と
さ
れ
る
ま
で
、
判
例
も
あ
ま
り
な
い
。

(3) 

事
件
、
解
除
係
件
が
成
就
す
れ
ば
、
知
事
の
許
可
な
く
解
除
の
効
力

が
融
政
生
す
る
と
説
く
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
三
項
の
解
約
は
解
除
を
ふ
く

ま
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
解
除
と
解
除
勝
件
を
区
別
し
て
い
な
い
。
し
か
し

木
件
全
慢
の
結
論
と
し
て
は
、
自
農
法
六
係
ノ
二
、
二
項
一
援
を
適
用
し
、

こ
の
解
除
は

E
蛍
で
は
な
い
と
し
て
土
地
の
買
収
を
認
め
て
い
る
の
で
、
反

針
の
立
場
を
と
る
の
と
煙
り
は
な
い
。

。ヵ
仙
置
嵩
高
秋
田
支
部
二
六
・
一
-
一
一
例
集
二
径
四
競
〔
七
六
U

嗣聞き

手
の
復
員
す
る
ま
で
小
作
さ
せ
る
と
い
う
燦
件
を
不
確
定
期
限
と
解
し
、
期

限
到
来
後
直
ち
に
更
新
担
絡
を
し
な
か
っ
た
の
で
(
一

C
月
二
七
日
復
員
、
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一
二
月
二

O
日
解
約
許
可
申
請
)
期
間
の
定
め
の
な
い
賃
貸
借
に
な
っ
た
と

判
示
。
し
た
が
っ
て
こ
の
解
約
は
常
然
正
蛍
の
事
由
を
要
求
す
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
。

解
緯
論
と
し
て
は
、
解
除
隣
件
の
成
就
、
不
確
定
期
限
の
到
来
に
よ
っ
て
蛍

然
法
律
効
果
が
護
生
す
る
の
で
、
九
僚
の
沼
町
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
(
師
事

件
の
判
旨
は
一
寸
無
理
で
あ
ろ
う
。
不
確
定
期
限
に
つ
い
て
二
項
の
遁
用
は

考
え
ら
れ
な
い
か
ら
。
)
し
か
し
そ
う
解
し
て
は
、
小
作
人
の
地
位
が
不
安
定

と
な
る
。
そ
こ
で
、
係
件
成
就
、
期
限
到
来
が
小
作
人
側
の
事
情
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
、
か
っ
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
借
の
目
的
が
消
滅
す
る
場
合
(
た
と
え
ば

小
作
人
が
他
よ
り
土
地
を
買
う
と
か
、
別
に
賃
借
す
る
と
か
い
う
約
束
の
あ

る
場
合
)
の
外
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
際
件
期
限
の
効
力
を
否
定
す
る
よ
う
に
解

(
川
)

穫
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
か
か
る
係
件
期
限
は
は
っ

き
り
と
約
束
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
期
間
の
定
め
の
な
い
賃
貸
借
契
約
が
結

ば
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
事
質
解
穫
を
し
た
り
、
九
係
六
項
を
類
推
遊
間
し
て

(
日
)

賃
借
入
に
不
利
な
附
款
を
否
定
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
こ
の

鮪
に
お
い
て
も
、
第
四
次
改
正
で
解
除
係
件
お
よ
び
不
確
定
期
限
は
定
め
ざ

る
も
の
と
し
て
立
法
的
に
解
決
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
農
地
法
に
う
け
つ
が
れ
た
。



ぞ
れ
は
一
時
賃
借
に
つ
い
て
の
改
正
と
同
様
に
地
主
の
肱
法
手
段
を
防
止

し
、
困
難
な
問
題
を
譲
め
回
濯
し
、
小
作
人
の
保
護
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
8，
)
 

吉
山
宏
「
借
家
法
」
五
一
買
込
「

(
9
)
 

」
の
鮎
に
つ
き
、
凶
事
件
の
列
例
批
評
で
、
小
西
列
事
は
列
旨
の

結
論
に
賛
成
し
て
い
る
が
(
民
商
法
二
五
巻
五
擁
四
一
一
R
V
、
加
藤
助

教
授
は
一
項
は
適
用
さ
れ
な
く
て
も
三
項
は
適
用
さ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
立
阻
明
か
ら
反
封
し
て
い
る
(
列
例
研
究
三
巻
二
掠
八
事
件
)
。

前
者
に
封
し
て
は
本
件
に
つ
い
て
は
給
論
正
賞
で
あ
っ
て
も
一
般
論
と

し
て
は
不
蛍
な
給
呆
の
起
る
こ
と
を
防
止
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
、
後
者
に
封
し
て
は
一
項
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
っ
て
み
て
も

合
意
解
約
の
所
で
の
ベ
た
ご
と
く
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
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れ
る
。

な
お
前
掲
凶
事
件
に
お
い
て
、
小
作
調
停
に
よ
っ
て
成
立
し
た
一
時
賃

貸
借
と
日
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
本
問
題
を
論
ず
る
こ
と
怠
く
一
環

を
適
用
し
、
か
か
る
事
情
を
五
嘗
事
由
列
定
に
つ
い
て
地
主
に
有
利
に

考
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、
岱
自
に
値
す
る
。
な
お
後
掲
側
脚
事
件
も
阿

稼
(
日
)
借
家
法
の
解
穫
と
し
て
わ
た
く
し
は
開
襟
の
こ
と
を
嘗
て
指
摘
し

た
。
民
商
法
二
七
巻
一
一
統
七
六
頁
。

(

日

)

借
家
法
に
つ
き
、
榔
川
良
佐
夫
「
戦
後
の
借
家
問
題
と
法
解
胸
骨

(
一
)
」
法
律
時
報
二
二
袋
五
務
三
五
二
一
良
参
照
。

内

正
賞
事
由
判
定
の
基
準
に
つ
い
て

以
上
は
九
燦
一
項
三
項
の
適
用
範
閣
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
っ
た

が
、
九
係
の
解
罷
と
し
て
は
、
一
項
に
か
か
げ
て
あ
る
「
信
義
一
一
反
シ
タ
ル
」

と
か
、
「
賃
貸
人
ノ
自
作
ヲ
相
蛍
ト
ス
ル
場
合
一
と
か
、
「
其
ノ
他
正
常
ノ
事
由

ア
ル
場
ム
口
一
と
は
具
強
的
に
何
か
と
い
う
こ
と
が
、
最
も
興
味
あ
る
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
簡
単
に
す
れ
ば
一
正
賞
事
由
一
と
し
て
論
ず
る
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
こ
の
規
定
は
借
家
法
一
係
ノ
二
の
先
臓
で
あ
う
た
が
、
そ
れ
ほ
ど

注
目
さ
れ
て
い
な
い
ω

判
例
も
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
少
い
ぐ
し
か
し
正
食
事

由
の
判
定
を
要
求
す
る
こ
の
際
文
は
農
地
法
二

O
係
に
寛
質
的
に
生
か
さ
れ

て
い
る
の
で
、
従
来
の
判
例
を
並
べ
る
こ
と
も
一
際
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ

う
。
何
故
な
ら
長
説
法
の
下
に
お
い
て
も
正
賞
事
由
の
有
無
が
九
僚
一
一
頃
の

解
穫
と
し
て
強
立
に
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
な
く
、
つ
ね
に
三
項
の
承
認
の

基
準
と
し
て
争
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
以
下
の
全
判
例
が
示
し
て

い
る
っ
そ
こ
か
ら
早
急
な
結
論
は
出
な
レ
に
し
て
も
、
借
家
法
に
針
し
て
若

干
の
特
色
を
見
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
最
も
多
い
の
は
、
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地
主
の
自
己
使
刊
の
必
要
に
よ
る
解
酌
で
ゆ
め
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
第
二
次
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改

E
に
さ
い
し
詳
細
な
基
準
が
か
か
げ
ら
れ
た
(
施
行
令
一
一
俊
)
。
わ
れ

わ
礼
は
借
家
法
よ
り
は
明
確
な
基
準
を
も
っ
た
わ
け
で
ゐ
る
が
、
問
題
の
性

資

質
上
や
は
り
判
例
の
役
割
は
大
き
い
。

ま
ず
正
常
事
自
ら
り
と
さ
れ
た
例

(1.8) 

山
口
地
二
一
一
了
ゴ
了
一
一
小
作
地
引
上
許
可
指
令
取
消
請
求
事
件
月

報
二
競
円
二
四
〕
一
年
の
期
限
付
賃
貸
借
。
地
主
の
方
が
農
業
施
設
や
経

皆
飽
カ
が
す
ぐ
れ
て
お
り
生
産
の
増
大
が
期
待
さ
れ
る
。
小
作
人
は
元
々

飯
米
農
家
で
他
に
漁
業
や
商
賓
を
や
っ
て
暮
し
て
お
り
、
こ
の
土
地
を
失

う
こ
と
は
苦
痛
で
は
為
る
が
、
相
蛍
な
生
活
の
維
持
が
閑
難
に
な
る
わ
け

で
は
な
い
。

q明

新
潟
地
-
ご
二
・
一
一
・
三

O
農
地
移
動
不
許
可
決
定
取
消
請
求
事
件

月
報
一
三
競
〔
一
九
八
〕
家
族
の
疾
病
に
よ
る
手
不
足
の
た
め
の
一
時
賃

貸
借
。
地
、
王
に
耕
作
能
力
あ
り
、
小
作
人
は
製
炭
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て

て
お
り
、
副
業
と
し
て
本
件
土
地
を
耕
作
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、

土
地
を
失
つ
で
も
生
活
の
維
持
は
困
難
で
な
い
。
さ
ら
に
結
局
は
合
意
し

て
い
る
。幅

岡
高
三
一
了
二
了
二
三
賃
岱
梧
契
約
の
解
約
不
許
可
嬰
更
誇
求

控
訴
事
件
月
報
一

O
読
〔
一
五
三
〕
地
、
王
は
農
墜
校
出
、
銀
行
勤
務
の
傍

側)農
業
に
従
事
し
、
経
管
能
カ
は
小
作
人
に
は
劣
る
が
比
隣
よ
り
は
す
ぐ
れ

て
い
る
。
小
作
人
の
方
は
土
地
を
返
し
て
も
閑
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
本
件

土
地
を
返
還
し
て
も
、
地
、
王
の
耕
作
一
面
積
は
村
卒
均
に
濯
し
な
い
が
、
小
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作
人
は
そ
れ
を
超
え
て
い
る
G

事
件
、
働
き
手
の
出
征
中
小
作
し
た
が
、
復
員
後
返
還
を
要
求
し
小

作
調
停
に
よ
っ
て
短
期
を
定
め
、
そ
の
終
了
後
解
約
す
る
の
は

E
省
事
由

(10) が
あ
る
。
小
作
人
の
方
は
解
約
に
よ
っ
て
専
業
農
家
と
し
て
や
っ
て
行
け

な
く
な
る
が
、
元
々
他
に
職
が
あ
る
か
ら
忍
ぶ
べ
し
と
さ
れ
る
。

仙
事
件
小
作
人
が
家
族
の
庭
召
の
た
め
勢
働
力
が
な
く
な
り
、
地
、
王

(
朝
鮮
在
住
)
に
無
断
で
轄
貸
し
た
の
は
宥
怒
す
べ
き
事
情
が
為
る
が
、

小
作
米
を
延
滞
し
た
り
、

一
貝
一
挽
込
ん
だ
小
作
料
を
地
主
の
代
理
と
稽
し

て
引
出
し
た
り
、
小
作
地
の
手
入
に
熱
心
で
な
い
貼
が
、
信
義
に
反
す
る

と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
質
質
的
に
は
一
時
賃
貸
借
の
場
合
の
多
い
の
が
注
目

に
値
す
る
。
そ
し
て
側
附
同
事
件
は
地
主
を
小
作
人
と
同
等
な
い
し
は
よ

り
優
遇
し
た
き
ら
い
が
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
遅
醤
事
由
な
し
と
さ
れ
た
例
。

鹿
見
島
地
二
三
・
三
・
九
(
事
件
名
略
)
月
報
二
競
〔
二
三
凶
現
在

の
事
情
だ
と
地
主
の
主
張
も
尤
も
で
あ
る
が
、
木
件
許
可
蛍
時
は
小
作
人

(21) の
方
が
去
り
耕
作
能
方
が
ら
る
の
で
不
許
可
の
方
が
生
産
の
増
強
が
期
待



さ
れ
る
。
地
、
王
の
方
も
農
地
が
返
還
さ
れ
な
く
て
も
別
に
生
活
の
支
障
を

き
た
す
こ
と
も
な
い
。

~ 

福
岡
地
二
三
・
九
・
二
五
小
作
地
返
還
不
許
可
決
定
取
消
請
求
事
件

月
報
一
一
一
獄
門
一
六
九
〕
地
、
玉
は
入
手
が
少
く
現
在
以
上
は
管
理
問
難
で

あ
る
。
小
作
人
の
方
は
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
地
主
は
本
件

土
地
が
な
く
て
も
そ
れ
ほ
ど
困
ら
な
い
。
勝
来
入
手
が
多
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
と
き
の
問
題
で
あ
る
。

ω 
新
潟
地

図

i墨
法
廃
分
取
務
請
求
事
件

月
報

回

読

〔
一
二
回
〕

小
作
人
は
元
々
地
主
よ
り
懇
請
さ
れ
て
、
他
の
小
作
地
を
返

還
し
、
将
来
永
く
耕
作
す
る
と
い
う
約
束
で
賃
借
し
、
そ
し
て
悪
国
を
改

吉岡j例より見た農地調整法第九僚

教良
官し
でた
あ
り極
極管
皆伝
能力
カあ
乏り
し返
く還
要す
すれ
る li
に生
大活
部因
分難
自と
家な
用る
飯
米地
と主
すは
る高
目校

的
で
あ
る
。

事
件
、

(13) 

一
時
賃
貸
借
で
あ
る
が
、
地
主
の
方
は
二
町
歩
を
耕
作
す
る

傍
籾
摺
委
託
作
業
を
管
ん
で
お
り
、
現
在
の
努
力
施
設
で
は
手
一
杯
で
あ

る
。
小
作
人
は
土
地
を
返
還
す
る
と
唯
一
の
生
計
の
基
礎
を
失
う
。

聞
事
件
、
「
自
作
を
相
蛍
と
す
る
や
否
や
は
そ
の
農
業
経
営
の
能
力
、
施

設
、
増
産
カ
そ
の
他
生
活
の
賞
態
並
び
に
将
来
の
見
透
し
等
を
比
較
考
量

し
、
相
封
的
且
客
観
的
観
察
に
よ
り
こ
れ
を
決
す
ベ
し
。
」
地
主
は
上
位

の
生
活
、
小
作
人
は
中
位
の
生
計
を
管
ん
で
い
る
が
、
「
特
別
の
事
情
の
な

い
限
り
現
在
の
耕
作
者
の
地
位
を
保
護
し
耕
作
権
の
強
化
を
周
ろ
う
と
す

る
農
地
調
整
法
木
来
の
立
法
趣
旨
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
は
じ
長
男
か

関
還
し
て
努
力
の
増
加
し
た
地
、
圧
が
自
作
を
熱
望
す
る
事
情
が
あ
っ
た
位

で
は
、
ま
だ
同
作
す
る
こ
と
を
相
科
目
と
す
る
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ω 
J鳥
取
地

七
解
約
許
可
取
f符
請
求
事
件
例
集

急

援

〔
二
八
)
「
元
来
実
地
賃
貸
借
の
解
約
は
許
さ
れ
な
い
の
を
原
則
と
す
る
」

か
ら
、
九
僚
一
項
の
立
設
責
任
は
知
事
に
あ
る
。
食
糧
難
に
苦
し
む
数
人

に
無
償
で
裏
付
そ
許
容
す
る
の
は
信
義
に
反
し
な
い
。
働
き
手
麿
召
の

た
め
一
時
賃
料
安
一
挽
を
延
滞
し
た
け
れ
ど
も
現
在
既
ァ
レ
支
持
っ
て
お
れ
ば

宥
恕
す
べ
き
事
由
と
な
る
。
さ
ら
に
両
者
の
事
情
を
比
較
す
る
と
、
地
主

は
土
地
を
取
上
げ
な
け
れ
ば
生
活
は
安
撲
で
な
く
、
ま
た
距
離
的
に
は
地

主
の
方
が
便
利
で
あ
る
が
、
農
業
経
験
に
乏
し
く
培
作
を
期
待
さ
れ
な

い
。
他
方
小
作
人
は
専
業
農
家
で
家
族
が
多
く
て
努
働
力
に
徐
裕
が
あ
る

が
、
生
活
は
苦
し
い
の
で
、
地
主
の
自
作
を
相
蛍
と
す
る
場
合
で
は
な
い
。

車車

仙
肇
高
二
六
・
四
，
六
行
政
毘
分
取
滑
誇
求
控
訴
事
件
例
集
二
巻
回

競
〔
一

O
O
U
地
主
の
現
在
の
住
所
地
が
不
衛
生
で
交
温
も
不
便
で
あ
る

......nー

の
で
、
小
作
地
を
宅
地
に
煙
更
し
て
そ
こ
に
住
居
を
移
す
た
め
に
な
さ
れ

た
解
約
。
地
主
は
現
在
の
住
所
地
を
改
良
す
れ
ば
け
つ
こ
う
位
め
る
し
、
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ま
た
そ
の
小
作
地
は
宅
地
に
嬰
更
す
る
こ
と
が
翠
一
ま
し
い
土
地
で
は
な

く
、
小
作
人
の
生
活
に
も
支
障
を
奥
え
る
の
で
、
豆
嘗
事
由
が
な
い
。

資

自由

福
島
地
二
六
・
四
・
六
農
地
賃
貸
借
契
約
解
除
許
可
寂
消
請
求
事
件

例
集
二
念
四
蹴
〔
一

O
一U

賃
貸
人
は
居
村
有
数
の
資
産
家
で
耕
作
面
積

田
畑
合
計
二
町
に
お
よ
び
農
業
施
設
も
完
樹
、
賃
借
入
ま
た
田
畑
二
町
絵

を
耕
作
し
設
備
も
充
質
同
等
の
牧
獲
高
を
収
め
て
い
る
。
「
と
こ
ろ
が
農
地

調
整
法
の
最
大
最
終
の
目
的
が
、
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
及
び
農
業
生
産

カ
の
維
持
増
進
を
園
る
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
賃
貸
人
は
、

必
ず
し
も
自
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
必
要
が
な
く
、
ま
た
賃
借

人
が
解
約
さ
れ
て
も
、
相
等
な
生
活
の
維
持
が
さ
ま
で
困
難
に
な
ら
な
い

よ
う
な
場
合
に
は
、
賃
借
入
が
こ
こ
ろ
よ
く
合
意
解
約
に
際
じ
た
と
き
は

と
も
か
く
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
農
地
調
整
法
の
前
記
目
的
に
か
ん
が

み
、
解
約
許
可
の
、
申
請
は
、
こ
れ
を
許
可
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
自
作
を
相
蛍
と
す
る
と
の
事
由
で
解
約
を
許
可
す

る
に
は
農
地
調
整
法
施
行
令
第
十
一
係
の
規
定
に
あ
げ
て
い
る
事
情
に
該

蛍
す
る
ほ
か
、
な
お
賃
貸
人
が
、
生
活
上
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
相
蛍

高
度
に
自
作
を
必
要
と
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
間
早
に
自
作
す
れ

ば
、
そ
の
生
活
が
よ
り
向
上
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
情
に
寸
ぎ
広
い
と

き
は
、
許
可
す
べ
き
で
は
な
い
G

」

こ
れ
だ
け
の
判
例
か
ら
結
論
を
導
き
出
す
の
は
早
計
で
あ
る
が
、
年
代
順
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に
な
ら
べ
て
み
る
と
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
や
は
り
弐
第
に
小
作
人
に
有

利
に
解
醐
押
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
地
主
小
作
人
間
の
必

要
度
が
き
っ
こ
う
し
て
い
る
と
き
は
、
農
調
法
の
立
法
理
由
に
か
ん
が
み
小

作
人
側
に
有
利
に
解
す
べ
し
と
、
玉
張
す
る
倒
ぬ
雨
件
の
判
官
が
注
目
に
値
す

る
。
こ
の
賭
に
闘
す
る
最
高
裁
の
見
解
が
期
待
さ
れ
る
が
、
借
家
法
が
、
市

民
法
の
限
界
に
立
ち
家
玉
借
家
人
聞
の
利
害
得
失
を
比
較
考
量
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
、
蔚
趨
が
定
ま
ら
な
い
の
に
釘
し
、
す
で
に
は
つ
ぎ
り
耕
作
者
の
地

位
の
安
定
と
農
業
生
産
力
の
増
進
を
目
的
と
し
て
い
る
農
地
法
で
は
、
今
後

と
も
こ
の
傾
向
は
理
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
紹
介
し
た
剣
例
は
い
ず
れ
も
解
除
解
約
に
闘
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
他
に
第
三
次
改

E
後
立
法
的
に
も
三
項
の
遊
間
を
う
け
る
こ

と
に
な
っ
た
合
意
解
約
に
つ
い
て
も
、

E
蛍
の
事
由
の
判
定
が
必
要
か
ど
う

か
問
題
に
な
る
。
わ
た
く
し
は
前
惑
の
ご
と
く
〈
六
五
頁
)
合
意
解
約
を
承

認
す
る
に
も
正
賞
事
由
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
創
刊

例
に
も
そ
れ
を
蛍
然
の
前
提
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

m 

鳥
取
地
二
四
・
四
・
六
行
政
昆
分
取
消
請
求
事
件
月
報
一
九
時
恥
〔
三

。
六
〕
地
主
は
務
働
力
息
襲
施
設
充
分
で
あ
る
の
に
針
し
、
小
作
人
は
描
労
働

力
に
乏
し
い
の
で
、
}
返
還
し
た
方
が
生
産
を
増
大
せ
し
め
る
所
以
で
ゅ
の
る



し
、
小
作
人
は
そ
れ
に
よ
り
一
亀
も
生
活
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合

は
、
合
意
解
約
に
正
賞
事
由
が
あ
る
。

ま
た
前
記
側
事
件
も
合
意
解
約
に
闘
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
賄
、
農
地
法
に
お
い
て
は
、
合
意
解
約
は
文
言
上
か
ら
い
っ
て
も
正

賞
事
由
が
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
今
後
色
々
問
題

が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
従
来
合
意
解
約
の
豆
蛍
性
が
剣
断
さ
れ
た

二
つ
の
場
合
に
つ
い
て
の
判
例
を
若
干
紹
介
し
て
お
く
こ
と
は
、
意
味
の
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
一
一
は
、
第
三
次
改
正
の
と
き
新
設
さ
れ
た
遡
及
買
収
の
規
定
(
白
渓

ヂ1]例より見た農地調整法第九僚

法
六
篠
ノ
二
)
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
農
地
買
段
以
前
に
賃
貸
借
の
解
除
解

約
ハ
寸
意
解
約
を
ふ
く
む
)
の
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
解
除
解
約
が
週
法

且
正
賞
で
な
け
れ
ば
買
収
の
針
象
と
な
る
と
さ
れ
た
の
で
、
第
三
次
改
正
以

前
に
な
さ
れ
た
承
認
の
な
い
合
意
解
約
を
適
法
と
解
し
て
も
、
な
お
正
賞
性

の
有
無
が
判
節
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ

こ
で
問
題
と
し
て
い
る
正
笛
事
由
と
目
的
を
同
一
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
賓
際
上
参
考
に
な
る
も
の
が
多
い
。

ま
ず
酒
法
且
正
嘗
と
さ
れ
た
例
。

~~ 

東
京
高
二
五
・
七
・
二
基
返
法
廃
分
取
消
請
求
提
訴
事
件
例
集
一
程

九
競
〔
一
五
九
〕
賃
借
入
は
す
で
に
一
町
足
ら
ず
の
耕
地
を
耕
作
し
て
い

る
の
で
、
牧
獲
の
少
い
小
作
地
を
返
還
し
て
も
生
活
に
支
障
を
き
た
す
お

そ
れ
の
な
い
た
め
、
進
ん
で
返
地
し
た
場
合
。

つ
ま
に
遁
法
で
は
あ
る
が
正
賞
で
な
い
例
。

f町、

二新
己鳴
F也

ー七
違
法
昆
分
取
消
請
求
事
件
月
報

四
践

el9) 

地
主
が
強
い
て
返
還
を
求
め
た
の
で
小
作
人
は
や
む
な
く
承

諾
し
た
。
地
主
は
、
金
融
業
を
営
む
傍
ら
一
町
除
の
耕
地
を
自
作
し
、
他

に
相
常
の
一
小
作
地
を
有
し
て
い
る
の
で
、
太
件
同
を
自
作
し
な
く
て
も
別

に
生
活
に
支
障
は
な
い
の
に
演
し
、
小
作
人
は
そ
の
回
を
-
返
還
す
れ
ば
家

族一
A
人
の
生
活
を
維
持
す
る
に
相
蛍
の
困
難
を
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
。

QlO) 

福
岡
地

八
農
地
質
牧
計
護
等
取
消
諸
求
事
件
例
集

念
川
競
〔
八
八
〕
小
作
人
が
際
召
戦
死
後
、
復
員
し
た
地
主
が
或
は
人
を

介
し
或
は
書
面
を
以
て
小
作
人
の
遺
家
族
に
釣
し
時
に
は
脅
迫
的
言
癖
を

も
交
え
て
茶
畑
の
返
還
を
遺
っ
た
の
で
、
遺
家
族
は
主
人
を
失
っ
て
悲
嘆

に
暮
れ
て
い
る
時
で
も
あ
り
、
不
本
意
な
、
か
ら
止
む
な
く
地
、
王
に
返
還
し

た
場
合
。

事時

福
島
地
二
六
・
三
・
一
九
農
地
買
収
計
蓑
等
取
消
請
求
事
件
例
案
二

を
由
競
〔
九
一
二
〕
地
王
が
強
硬
な
態
度
で
返
地
を
強
要
し
た
が
強
迫
と
い

う
ほ
ど
で
な
く
、
し
た
が
っ
て
適
法
で
あ
る
が
、
し
か
し
小
作
人
は
本
件

- 73ー

畑
を
失
え
ば
一
一
家
の
生
活
朕
態
が
著
し
く
わ
る
く
な
る
の
に
反
し
、
地
、
王



料

は
居
村
有
数
の
財
護
家
で
本
件
畑
の
ご
と
き
は
そ
の
営
農
上
必
ず
し
も
不

可
欠
で
は
な
い
。

資

つ
ぎ
に
、
同
じ
く
第
三
夜
改
五
の
と
き
認
め
ら
れ
た
賃
借
櫨
回
復
の
規
定

が
問
題
に
な
る
(
附
則
一
ユ
燦
)
。
こ
れ
は
従
来
行
わ
れ
た
準
法
不
蛍
な
土
地

坂
上
に
叫
到
し
賃
借
入
を
保
護
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
も
前
に
な
さ
れ
た
解
除
解
約
が
趨
法
旦

E
嘗
で
あ
る
か
ど
う
か
が
判
定

さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
寅
際
上
は
合
意
解
約
に
つ
い
て
豆
蛍
性
が
問
題
に
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
以
下
若
干
の
例
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
遁
法
旦
正
嘗
で
あ

る
と
さ
れ
た
も
の
、

申司

高
知
地
二
五
・
二
・
二
一
一
行
政
蕗
分
取
消
諮
求
事
件
例
集
一
巻
一
一
読

門
一
七
〕

賃
貸
人
が
復
員
す
る
ま
で
と
い

3
一
時
的
な
賃
貸
借
契
約
を
合

意
解
除
し
た
場
A
口
は
、
あ
え
て
賃
貸
人
賃
借
入
双
方
の
事
情
を
い
ち
い
ち

比
較
し
て
み
る
ま
で
も
な
く
、
一
元
来
の
賃
貸
借
の
性
質
及
び
合
意
解
除
の

事
寅
等
か
ら
考
え
て
、
蛍
然
遁
法
立
正
嘗
で
あ
る
。

事
件
、
地
主
小
作
人
と
も
一
町
足
ら
ず
の
田
畑
を
耕
作
し
て
い
る
専

業
農
家
で
樫
管
能
力
施
設
等
に
欠
く
る
所
が
な
い
。
そ
し
て
本
件
農
地
を

地
主
が
耕
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
震
の
増
大
が
期
待
さ
れ
、
小
作
人
は

(5) 農
地
を
返
還
し
て
も
生
活
の
維
持
に
悶
難
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
。

E
営
で
な
い
と
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、

車場

高
松
高
二
六
・
五
・
八
賃
借
楼
設
定
取
消
誇
求
控
訴
事
件
例
集
二
巻

- 74ー

五
援
〔
一
二
二
賃
貸
人
賃
借
入
と
も
牛
一
一
践
を
有
す
る
写
楽
農
家
で
あ

る
が
、
賃
貸
人
の
耕
作
間
積
八
反
に
針
し
賃
借
入
の
そ
れ
は
五
反
に
す
ま

ず
、
ま
た
賃
借
入
は
小
作
以
来
賃
料
の
支
梯
が
多
少
遅
延
す
る
こ
と
は
あ

つ
で
も
未
納
に
終
っ
た
こ
と
は
な
く
、
賃
借
入
が
本
件
農
地
(
一
反
二
十

二
歩
)
を
失
う
こ
と
に
な
れ
ば
生
活
維
持
の
手
段
を
失
う
危
険
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
判
例
を
通
じ
て
、
豆
蛍
性
な
し
と
さ
れ
た
も
の
の
中
に
合
意
解

約
の
名
の
下
に
一
方
的
な
土
地
取
上
が
な
さ
れ
た
場
合
が
多
く
(
帥

ωω)

合
意
解
約
を
制
限
す
る
必
要
性
が
賃
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
一
般
に
は
合
意
解
約
の
場
合
も
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
と
農
業
生
産

力
の
増
進
の
立
場
か
ら
正
賞
事
由
が
判
断
さ
る
べ
き
で
あ
り
(
間
関
)
、
た
だ

合
意
解
約
の
事
賓
は
地
、
乏
に
有
利
に
解
回
押
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う

(ω酬
明
)
。
か

く
し
て
合
意
解
約
に
も
正
信
事
由
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
地
法

は
、
土
地
の
利
用
関
係
を
地
主
小
作
人
間
の
私
的
調
節
に
ま
か
せ
ず
、
↓
公
共

的
立
場
か
ら
雨
者
の
関
係
に
干
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る


